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教室｢苦の少年雑誌を開いてみたら｣を干曲市の長野県立歴史館で開きまL などを調査しました｡館の学芸員のみなさんにも取材して記事を書きました｡neしかJv Laけん ふ5 ざっしし▲)山ん(r,ぷ あも hlへいようt=んtJ>
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